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アラブルカメラ (図 3.1 , 3.2 )を使用した。ウェアラブルカメラは撮影者の目線の
位置での撮影が可能なため、実験の趣旨に即した映像の撮影が可能だと判断した。






























生 10名、健聴学生 10名となっている。実験参加者の属性は以下の表 3.1,3.2を参
照されたい。
表 3.1: 属性 (聴覚障害学生)
ID 学年 性別
A-01 修士 2年生 男性
A-02 大学 4年生 女性
A-03 大学 4年生 女性
A-04 大学 4年生 男性
A-05 大学 4年生 女性
A-06 修士 1年生 女性
A-07 大学 3年生 男性
A-08 大学 1年生 男性
A-09 大学 3年生 男性
A-10 修士 2年生 女性
表 3.2: 属性 (健聴学生)
ID 学年 性別
B-01 大学 4年生 女性
B-02 修士 2年生 男性
B-03 大学 3年生 男性
B-04 修士 1年生 男性
B-05 大学 3年生 男性
B-06 修士 2年生 男性
B-07 修士 1年生 男性
B-08 修士 1年生 女性
B-09 修士 1年生 男性















  /  1 6 　　　　　
映像を見ながら、印象に残った人、もの、音、空間などを挙げてください。また、その理由も記述してください。 












図 3.4: フロアマップ (1階,2階)
16




シーン 1 入口ゲート (1階)～電動集密書架 (1階) 2.4分
シーン 2 電動集密書架 (1階)～静寂閲覧室 (1階→ 2階) 3.8分
シーン 3 静寂閲覧室 (2階)～参考図書書架 (2階) 2.3分
シーン 4 参考図書書架 (2階)～コミュニケーションエリア (2階) 2.9分
シーン 5 コミュニケーションエリア (2階)～グループワークエリア (3階) 3.9分






























表 4.1: シーン別記述数 (聴覚障害学生)
シーン 1 シーン 2 シーン 3 シーン 4 シーン 5 シーン 6 合計
A-01 6 9 5 4 8 7 39
A-02 3 2 1 1 2 1 10
A-03 2 3 1 1 3 2 12
A-04 1 1 3 1 3 3 12
A-05 4 2 2 3 2 2 15
A-06 4 6 2 2 2 3 19
A-07 7 6 4 4 6 8 35
A-08 2 4 2 2 3 1 14
A-09 2 2 2 1 5 2 14
A-10 5 6 3 4 5 5 28
平均 3.6 4.1 2.5 2.3 3.9 3.4 19.8
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表 4.2: シーン別記述数 (健聴学生)
シーン 1 シーン 2 シーン 3 シーン 4 シーン 5 シーン 6 合計
B-01 2 2 2 2 4 5 17
B-02 2 2 1 4 3 4 16
B-03 2 2 1 2 3 3 13
B-04 4 5 3 5 4 7 28
B-05 2 3 1 0 1 2 9
B-06 3 5 3 3 4 5 23
B-07 4 5 2 3 4 4 22
B-08 3 5 3 3 3 3 20
B-09 2 5 1 2 3 6 19
B-10 8 7 4 4 6 7 36







表 4.3: 項目別記述数 (聴覚障害学生)
人 もの 音 その他 合計
A-01 2 16 8 13 39
A-02 1 4 4 1 10
A-03 1 2 5 4 12
A-04 1 7 3 1 12
A-05 2 7 4 2 15
A-06 0 6 3 10 19
A-07 3 26 6 0 35
A-08 4 4 3 3 14
A-09 2 5 4 3 14
A-10 4 15 5 4 28
平均 2.0 9.2 4.5 4.1 19.8
表 4.4: 項目別記述数 (健聴学生)
人 もの 音 その他 合計
B-01 0 8 9 0 17
B-02 3 5 5 3 16
B-03 3 7 3 0 13
B-04 5 14 9 0 28
B-05 3 3 0 3 9
B-06 4 10 4 5 23
B-07 3 9 6 4 22
B-08 1 10 3 6 20
B-09 2 8 9 3 19
B-10 11 13 9 3 36


















表 4.5: 聴力レベル (A群)
A-01 A-02 A-03 A-04 A-05 A-06 A-07 A-08 A-09 A-10
右 (dB) 100 105 100 100～105 90 100 100 82.5 88 100
























表 4.8: 図書館の利用状況 (A群)
利用頻度 利用目的
A  01 週 1; 2回 文献探索印刷
A  02 週 3回 文献探索印刷
A  03 週 3; 4回 文献探索論文執筆
A  04 週 2; 3回 文献探索印刷













A  08 ほぼ毎日 新刊の閲覧学習




A  10 週 1; 2回 文献探索論文執筆
表 4.9: 図書館の利用状況 (B群)
利用頻度 利用目的
B-01 週 1回程度 文献探索




B   03 週 1; 2回 学習作業
B-04 月 2,3回 新聞を読む
B   05 週 2; 3回 文献探索パソコンの利用









B   08 週 2～4回 新刊の閲覧学習
B   09 週 1; 2回 文献探索学習


























































































































































































































































































































































































































































































1. computer workstations clusters(コンピューターエリア)
2. a service desk(サービスデスク)
3. collaborative learning spaces(共同学習スペース)
4. presentation support centres(プレゼンテーションサポートセンター)
5. instructional technology centres for faculty development(教員のための教育
技術センター)
6. electronic classrooms(電子機器のある教室)
7. writing centres and other academic support units(ライティング支援センター)
8. spaces for meetings, seminars, receptions, programmes and cultural events(ミー
ティング、セミナー、レセプション、プログラム、文化的イベント等のため
のスペース)
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